
大分銀行の地域密着型金融の
取組みについて

～六次産業化の事業化支援～

平成25年度 地域密着型金融に関する取組み事例
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お客さまとの永続的な共存共栄の関係を築くため、
地域の情報を活かし、お客さまの事業や生活に役立つ提案を
全行をあげて継続的に行う。
そして、お客さまとの質の高いコミュニケーションを通じて、
「CE（顧客感動）」を実現し、地域に貢献できる喜びを通じて
「ES（従業員満足）」を充実させるビジネスモデル。

大分銀行の「地域密着型金融」とは

１－１．大分銀行の地域密着型金融
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・当行の成長、発展と一体の関係にある地域社会と地域の企業の活性化に対し、グループ一丸となった取組みを行う。

大銀ビジネス
サービス㈱

大分銀行グループ

地域の企業 地 域 社 会

大銀アカウンティング
サービス㈱

お客さまの本業を

直接支援

地域活性化への

直接関与

当行にしかできない取組み

１－２．大分銀行の地域密着型金融～大分銀行グループ一丸となった取組み～

地域の企業と地域社会の活性化が相乗効果を生み出す
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大分県内企業の99.9％を占める中小企業の皆さまの

売上増加や経営改善等に、グループ一丸となって取組む。

・地域の面的な活性化を実現するため、お客さまの本業を直接支援すると共に、地域活性化への直接的な関与も実践していく。

１－３．大分銀行の地域密着型金融～地域と一体となった成長、発展～
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（中小企業庁 2009年）

中小企業数

地域活性化への直接関与お客さまの本業を直接支援

大分県内の人口が減少していくことが見込まれる中で、

地域活性化に向けた地域間連携の橋渡しの役割を担う。
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≪大分県の将来推計人口≫
（国立社会保障・人口問題研究所(2013)）（単位：千人）

120年にわたり共に歩んできた地域の個性（魅力）を十分に引き出し、
地域を強くしていくことによって、地域と共に大分銀行も成長、発展していく。

地域と一体となった成長、発展
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２．お客さまの本業を直接支援～企業のライフステージに合わせた事業サポート

創業期 成長期 成熟期 再活性期

≪

お
客
さ
ま
の
業
績≫

≪お客さまの業歴≫

⑦事業承継サポート

②経営改善サポート

④売上増加サポート

①創業・新事業サポート

お客さまと永続的なお取引関係を構築

・・・大分銀行がお手伝いさせて頂く事項のイメージ

お客さまの業況等に応じた事業のお手伝いに継続して取組むことによって、

大分銀行は、お客さまの成長を強力にサポートさせて頂きます。

③多角化サポート

⑤外部連携サポート

⑥事業転換サポート
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３．地域活性化への直接関与

観光業活性化への主体的な取組みを通じて、

地域活性化へ貢献してまいります。

大分県は温泉の他にも

豊富な観光資源を有している。

当行の店舗網、情報網等を活用し、

魅力的な観光資源を発掘する。

大分銀行のホームページ等も活用し、

魅力的な観光ルートの発信等へ取組む。

【観光業活性化への主体的な取組み】 【佐伯市・臼杵市・竹田市との包括的な連携協力協定】

引き続き、産官学等との外部連携を積極的に行い、

地域活性化に貢献する体制を強化してまいります。

・人的・知的資源の活用と交流を図り、地域振興のプラン

ニングを行う。

・社会インフラや産業・観光振興の分野を中心に相互に

有意義と認められる諸事業を行う。

≪臼杵市≫

平成25年8月本部に専門担当者設置

大分銀行は以下の事項を目的として、佐伯市、臼杵市

および竹田市と包括的な連携協力協定を締結致しました。

≪佐伯市≫

≪竹田市≫
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４．事例紹介

事例
水産業の六次産業化支援

地域資源の付加価値向上に向けた取組
～地域活性化につながる事業化支援事例～
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４－１．大分県の水産業の状況

大分県は変化に富んだ地形を有し、地域ごとに特徴ある漁業・養殖業が営まれています。

出典：大分県の農林水産業H25年7月（大分県）
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４－２．大分県の水産業の状況

大分県水産業における海面・養殖業単価（円／kg）は全国２位。
主に中高級魚介類を対象としていることに加え、ブランド化による付加価値向上に向けた
取り組みが単価の押し上げに繋がっています。

出典：大分県の農林水産業H25年7月（大分県）
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４－３．大分県の水産業の状況

漁業形態（海面漁業・海面養殖業）別でみると、生産量では海面漁業が約６割を占めてい
ますが、生産額では４割程度となっており、養殖業に比べ単価が低いことがわかります。
時系列でみると、生産量・生産額ともに年々養殖業の割合が増加しています。

出典：大分県の農林水産業H25年7月（大分県）



10

４－４．大分県の水産業の状況

出典：大分県の農林水産業H25年7月（大分県）

海面養殖業の魚種別推移をみると、生産量はブリ類が全体の８７％を占めており、
生産額も７８％を占めています。近年の生産量推移では、養殖業全体で２万トン前後で安
定しており、ブリ類の生産量の伸びが生産額の増加に繋がっています。
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４－５．大分県の水産業の状況

しかしながら、大分県の漁業経営体数は昭和48年より減少の一途であり、
漁業就業者人口も高齢化が進行しています。

出典：大分県の農林水産業H25年7月（大分県）

より魅力的な産業にするためには、
さらなる高付加価値化による経営安定化と雇用の創出が課題。
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４－６．当行による六次産業化支援事例

外部連携
サポート

連携事業支援

農林漁業一次生産者が企業と連携して新事業とな
る加工品製造（6次産業化）に取組むにあたり、先行
工場の帯同視察や流通業者へのヒアリング等実施
し、事業計画書の策定を支援。
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４－７．六次産業化の外部連携サポート事例

一次生産者
(養殖業）

二次・三次事業者
(食品加工・販売事業者）

連携

合弁事業体
(高品質加工食品製造）

原料生産
（ブリ、カンパチ、タイ他）

加工技術・販路提供・
海外輸出

加工生産
（高付加価値加工品）

販売

①事業化の組立段階
港湾生簀海面使用
～地公体の協力や漁業従事者とのバランス、共生～

②事業計画の妥当性検証
海外販路先、商品性の客観的評価等に係る情報収集

当行事業化支援
（営業店・本部が連携）
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４－８．新事業創出の効果

高品質原料の安定仕入
販路拡大

●地域養殖事業者の販路ルート増加 ⇒ 波及効果
●新事業に対する取組意欲の促進
●地域雇用の促進

一次生産者
(養殖業）

二次・三次事業者
(食品加工・販売事業者）

魚価・販売量の安定化

地域

効果 効果

効果
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夢を共に分かちあう。厳しさを共に実感する。

長い時間を共に過ごし、考え抜き、とことん話し合う。

それも、ひとりの行員とお客さまという関係を超え、

何としてもお役に立ちたいという、執念に近い情熱。

アイデアにあふれ、期待に応える提案。

また、ひとりの人間としての信頼。

そこで、はじめて、強い絆が生まれる。

やりきること。挑戦すること。諦めないこと。

そして、地域の皆さまやお客さまと、その発展・成功を共に喜び、

「大分銀行で良かった」と感動して頂くこと。

それが私たちの、感動です。


